
幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀
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鎌北湖は、農業用貯水池として昭和10年に完成した人造湖です。別名「乙女の湖」とも呼ばれ、湖の道沿いの紅葉が見事
です。ここは、多くの釣り人が訪れます。紅葉を見ながら釣りはいかがですか。

平成28年度　第42回「埼玉県民生委員・児童委員大会」開催

共同募金運動に協力しましょう！

第22期指定民児協活動紹介（白岡市篠津地区・朝霞市北部地区）

平成28年度「ブロック別市町村民児協会長連絡会議」開催

わがまちの民児協活動紹介ルポ（吉見町・小川町）

元民生委員・児童委員の声（入間市）、県民児協の3ヵ月の予定

「鎌北湖の紅葉」（毛呂山町）
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第
42
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会 

開
催

　

平
成
28
年
９
月
15
日（
木
）、「
平

成
28
年
度 

第
42
回
埼
玉
県
民
生
委

員
・
児
童
委
員
大
会
」
が
さ
い
た

ま
市
大
宮
区
の
市
民
会
館
お
お
み

や
「
大
ホ
ー
ル
」
で
、
埼
玉
県
内

の
民
生
委
員
や
関
係
団
体
、
行
政
・

社
協
職
員
等
１
３
０
０
名
余
の
参

加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
　
程

○
開
会
の
こ
と
ば

　

国
歌
斉
唱

　

慰
霊
黙
祷

　

民
生
委
員
信
条
朗
読

○
主
催
者
挨
拶

○
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

　

知
事
功
労
章
授
与

○
優
良
民
児
協
表
彰

○  

永
年
勤
続
単
位
民
児
協
会
長

表
彰

○
来
賓
祝
辞

○
来
賓
紹
介

○
受
賞
者
代
表
謝
辞

　
（
休
憩
）〜
民
生
委
員
音
頭
〜

○  

拉
致
被
害
者
家
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

○
講
演

　

  「
障
害
と
と
も
に
地
域
で
生

き
る
と
は
？
」

　

狭
山
市
障
害
者
団
体
連
絡
会

　

代
表
世
話
人

 

苅
谷　

浩
三　

氏

○
宣
言
採
択

○
斉
唱
「
民
生
委
員
の
歌
」

○
閉
会
の
こ
と
ば

式　

典

主
催
者
挨
拶

表
彰
状
授
与
（
敬
称
省
略
）

上田県知事

受賞者代表
川口市飯塚地区
鈴木　規子　氏

受賞者代表
戸田市美笹地区民児協

林　源太郎　氏

知事功労章受章者

奥冨県民児協会長
「
誰
も
が
頑
張
れ
る
明
る
い
地

域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
一
層

の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
改

め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

◇

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
知
事

功
労
章
受
章
者

 

〜
１
９
０
名
〜

◇
優
良
民
児
協
表
彰
受
賞
地
区

加
須
市  

騎
西
地
区  

民
児
協

春
日
部
市  

武
里
東
地
区 

民
児
協

草
加
市  

草
加
西
部
地
区 

民
児
協

久
喜
市  

鷲
宮
東
地
区  

民
児
協

川
越
市  

芳
野
地
区  

民
児
協

狭
山
市  

奥
富
地
区  

民
児
協

坂
戸
市  

中
央
第
一
地
区  

民
児
協

ふ
じ
み
野
市  

西
地
区  

民
児
協

吉
見
町  

民
児
協

川
口
市  
飯
塚
地
区  

民
児
協

◇

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員・児
童

委
員
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞
者

 

〜
20
名
〜

「
委
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

様
方
の
長
い
期
間
に
わ
た
る
御

尽
力
に
対
し
、
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。」

上
尾
市  

上
平
地
区  

民
児
協

桶
川
市  

東
第
２
地
区  

民
児
協

北
本
市  

東
間
深
井
地
区  

民
児
協

熊
谷
市  

第
４
地
区  

民
児
協

神
川
町  

民
児
協

 

〜
15
地
区
民
児
協
〜
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来
賓
祝
辞

拉
致
被
害
者
家
族
に
よ
る



メ
ッ
セ
ー
ジ

民生委員の歌（花咲く郷土）斉唱

大
会
運
営
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

受
賞
者
代
表
謝
辞

民
生
委
員
音
頭

埼玉県議会議長
宮崎　栄治郎　氏

飯塚繁雄氏による拉致被害者救済に
向けたメッセージ

当日の受付の様子

資料詰の様子

県民児協男女共同参画推進部会
常任委員による民生委員音頭披露

民生委員及び児童委員
知事功労章

行田市
島田　ユミ子　氏

　

埼
玉
県

民
生
委
員

大
会
は
、

県
民
児
協

男
女
共
同

参
画
推
進

部
会
及
び

埼
玉
県
、

関
係
団
体

等
の
協
力

を
得
て
運

営
し
ま
し

た
。

知
事
功
労
章
及
び
永
年
勤
続

単
位
民
児
協
会
長
表
彰
に
つ

い
て
は
、
多
数

の
た
め
受
賞
者

名
は
別
紙
に
掲

載
し
ま
し
た
。

　急速な少子高齢化の進展や世帯構造の変化、人間関係が
希薄化するなか、地域においては、さまざまな課題を抱え、
支援を必要とする人々が増加しています。また、近年では
台風などによる水害、土砂災害等が、さらに本年4月には
熊本地震が発生するなど、自然災害が相次いでいます。そ
のようななか、被災地への支援とともに、地域での日頃の
支え合いの仕組みづくりが大変重要となり、地域社会にお
いて幅広い関係者の連携・協力のもとで取り組むべき課題
となっています。
　こうしたなか、昨年度は生活困窮者自立支援制度や子ど
も・子育て支援新制度の施行、介護保険制度の改正が、ま
た、本年度は障害者差別解消法の施行とともに、児童福祉
法の改正が行われました。
　住民の最も身近な相談相手である民生委員・児童委員に
は、日々の活動を通じてこうした福祉サービスへのつなぎ
役となるとともに、住民参加による支え合いのまちづくり
に、関係機関・団体と連携し取り組んでいくことが期待さ
れています。
　本日、この大会の開催に当たり、来年に迫った民生委員
制度創設100周年を前に、私たち埼玉県民生委員・児童委
員一同は、これからも、常に地域住民の立場に立ち、相談・
支援活動を展開し、誰もが安心・安全に暮らせる地域づく
りを目指し、各市町村民生委員・児童委員協議会活動の強
化と地域福祉活動の推進に取り組み、もって、本県社会福
祉の発展に寄与することを決意し、ここに宣言します。

　平成28年9月15日
 平成28年度　第42回埼玉県民生委員・児童委員大会

大　会　宣　言
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　平成28年7月1日発行の「埼玉県民児協だより№149」2ページに掲載の『埼玉県民児協の法人として任期満了による役員改選について』
において一部誤りがございました。ご迷惑をお掛けしましたこと、深くお詫び申し上げますとともに、次の通り訂正させていただきます。

×誤：評議員【東部】三郷市　嶋村　保　　　　　◯正：評議員【東部】三郷市　島村　保

「埼玉県民児協だより№149」の記事に関するお詫びと訂正

　
「
障
害
」
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
知

的
、
精
神
、
身
体
、
発
達
障
害
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
「
障
害
」
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
障

害
で
あ
っ
て
も
重
症
度
や
個
別
状
況
に

よ
っ
て
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
個
別
性

の
高
い
分
野
で
す
。

　

私
は
12
年
前
に
「
電
撃
性
紫し

斑は
ん

病
」

と
い
う
非
常
に
珍
し
い
難
病
に
罹
り
ま

し
た
。
そ
の
病
気
が
原
因
で
急
性
敗
血

症
に
よ
り
両
手
前
腕
部
分
と
左
足
下
腿

部
分
、右
足
大
腿
部
分
を
失
い
ま
し
た
。

　

自
力
で
向
か
っ
た
病
院
の
入
口
手
前

で
意
識
を
失
い
、
そ
の
後
１
カ
月
間
意

識
不
明
の
こ
ん
睡
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
命
を
守
る
た
め
に
体

の
「
切
断
」
を
家
族
が
必
死
の
思
い
で

決
断
し
ま
し
た
。

　

意
識
が
戻
り
、
症
状
が
安
定
し
て
き

た
頃
、
自
分
の
受
け
た
障
害
の
重
さ
を

改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
な

ぜ
自
分
だ
け
が
こ
ん
な
辛
い
目
に
遭
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
答
え
の

得
ら
れ
な
い
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

　

あ
る
日
、
片
足
を
切
断
し
た
女
性
の

リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
を
見
て
、
彼
女
は
片

足
、
私
は
両
手
両
足
だ
か
ら
、
単
純
に

「
４
倍
の
努
力
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
思
い
が
自
然
に
湧
き
あ
が
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
自
立
に
向

け
た
リ
ハ
ビ
リ
、
訓
練
に
が
む
し
ゃ
ら

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

受
障
か
ら
12
年
が
経
ち
、
電
車
や
飛

行
機
、
自
ら
車
を
運
転
す
る
等
、
あ
ら

ゆ
る
交
通
手
段
を
駆
使
し
、
工
夫
す
る

こ
と
で
、
当
初
は
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
く
ら
い
、
行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
外
出
す
る
機
会
が
多
く

な
り
車
椅
子
使
用
者
の
立
場
で
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
環
境
面
で
の
建
物
、
設

備
自
体
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
が
普
及
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
行
く
ま
で
の

経
路
や
歩
道
に
段
差
が
あ
る
な
ど
未
整

備
の
こ
と
が
あ
り
、
車
椅
子
使
用
者
と

し
て
大
変
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
。

　

二
つ
目
は
、障
害
者
用
ト
イ
レ
で
す
。

昨
今
で
は
「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」
等
と

表
示
し
広
範
囲
の
人
た
ち
を
対
象
に

し
た
多
目
的
ト
イ
レ
が
普
及
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
た
い
て
い
一
施
設
に
一

箇
所
の
車
椅
子
使
用
者
の
ト
イ
レ
を
、

若
い
女
性
が
化
粧
直
し
に
使
っ
た
り
、

女
子
高
校
生
が
洋
服
の
着
替
え
に
使
っ

て
い
た
り
等
、
安
易
に
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
一
種
の
違
和
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
障
害
者
用
駐
車
場
で

す
。
車
の
ド
ア
を
全
開
に
で
き
る
乗
降

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
駐
車
場
を
、

入
口
に
近
い
と
か
楽
や
便
利
等
の
レ
ベ

ル
で
利
用
さ
れ
る
と
、
本
当
に
必
要
な

人
た
ち
の
利
便
性
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
に
と
っ
て
は

些
細
な
こ
と
で
も
、
立
場
の
違
う
人
に

と
っ
て
は
「
重
要
」
か
つ
「
深
刻
な
問

題
」
と
な
り
得
る
と
い
う
想
像
力
を
持

て
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
「
ト
イ
レ
」「
駐
車
場
」
の
問
題
は
、

「
適
切
な
利
用
」
に
向
け
て
、
マ
ナ
ー
、

モ
ラ
ル
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
の
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に

つ
い
て
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
一
番
解
決
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
問
題
で
す
。
私
は
普
段
、
外
出
し
て

い
る
と
き
に
突
き
刺
す
よ
う
な
視
線
を

感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。「
社
会
的
障

壁
」
を
そ
こ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
精
神

的
に
は
こ
れ
が
一
番
こ
た
え
ま
す
。
又

講
演
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

い
わ
ゆ
る
「
見
え
ざ
る
障
害
」
の
人
達

は
他
者
か
ら
誤
解
さ
れ
た
り
、
苦
し
ん

で
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

狭
山
市
で
は
６
年
前
よ
り
市
内
障
害

者
団
体
と
民
児
協
さ
ん
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

各
障
害
者
団
体
か
ら
は
「
自
分
た
ち

の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た

い
」
等
、
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
る
団
体
で
は
、
直
接
触
れ
合

う
中
で
相
互
理
解
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
人
を
人
と
し
て
認

め
な
い
よ
う
な
、
悲
し
い
事
件
が
続
発

し
て
い
ま
す
。

　

相
互
理
解
に
立
っ
た
「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
を
実
現
さ
せ
る
必
要
性
を
痛

感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

と
も
に
「
共
に
支
え
合
っ
て
い
け
る
社

会
」、
の
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

狭
山
市
障
害
者
団
体
連
絡
会

　

代
表
世
話
人

苅
谷
　
浩
三
　
氏

講
　
師

講  

演
「
障
害
と
と
も
に
地
域
で
生
き
る
と
は
？
」

""""""""""""""""""""""""""""""""""
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川
越
市	

山	

岸	

富	

子

川
越
市	

松	

本	

道	

子

川
越
市	

横	

田	

美
智
子

川
越
市	

萩	

原	

秀	

子

川
越
市	

宗	

像	

ヤ
イ
子

川
越
市	

長	

島	

幸	

子

川
越
市	
加	

藤	

道	

子

越
谷
市	
片	

岡	

富
美
子

越
谷
市	
青	
木	

孝	

夫

越
谷
市	

市	
川	
美
砂
子

越
谷
市	

尾	

崎	
ひ
ろ
子

越
谷
市	

菅	
	

美
代
子

越
谷
市	

小	

川	

靖	
子

越
谷
市	

平	

川	

好	

子

越
谷
市	

秋	

山	

俊	

地

越
谷
市	

山	

添	

ま
す
み

越
谷
市	

石	

原	

照	

子

越
谷
市	

高	

山	

水	

子

熊
谷
市	

岡	

本	

迪	

子

熊
谷
市	

速	

水	

和	

子

熊
谷
市	

権	

田	

一	

好

熊
谷
市	

遠	

山	

由
紀
子

熊
谷
市	

新	

藤	

光	

子

熊
谷
市	

木	

村	

秀	

子

熊
谷
市	

森	

野	

清	

次

熊
谷
市	

小	

島	

喜
代
子

熊
谷
市	

大	

山	

文	

子

熊
谷
市	

橋	

本	

富
美
江

熊
谷
市	

稲	

村	

忠	

夫

川
口
市	

上	

野	

節	

子

川
口
市	

𠮷	

田	

和	

子

川
口
市	

丸	

山	

明	

美

川
口
市	

岡	

田	

正	

子

川
口
市	

小	

林	

住	

江

川
口
市	

石	

井	

百
合
江

川
口
市	

土	

田	

ゆ	

き

川
口
市	

平	

岡	
	

仁

川
口
市	

八
木
橋	

洋	

子

川
口
市	

大	

森	

清	

子

川
口
市	

永	

井	
	

晃

川
口
市	

金	

子	

澄	

子

川
口
市	

新	

井	

則	

子

川
口
市	

根	

岸	

由	

子

川
口
市	

須	

田	
	

薫

川
口
市	

黒	

川	

節	

子

川
口
市	

長	

沢	

正	

名

川
口
市	

羽	

鳥	

勝	

郎

川
口
市	

小
野
塚	

和	

惠

川
口
市	

太	

田	

仁	

子

行
田
市	
島	

田	

ユ
ミ
子

行
田
市	
茂	

木	

奈
賀
子

所
沢
市	
田	
中	

清	

子

所
沢
市	

関	
口	

	

子

所
沢
市	

中	

野	
亮	

一

所
沢
市	

島	

田	
紀
久
子

所
沢
市	

神	

山	

勘	
次

所
沢
市	

酒	

井	

孝	

子

所
沢
市	

河	

西	

典	

子

所
沢
市	

澤	

田	

ミ
チ
子

所
沢
市	

川	

島	
	

洌

所
沢
市	

松	

﨑	

篤	

子

所
沢
市	

松	

宮	

昌	

美

所
沢
市	

雙	

木	

貞	

子

所
沢
市	

礒	

﨑	

茂	

子

所
沢
市	

平	

田	

末	

江

所
沢
市	

宮	

川	

泰	

子

本
庄
市	

遠	

藤	

美
奈
子

東
松
山
市	

島	

野	

春	

代

春
日
部
市	

小	

川	

和	

子

春
日
部
市	

平	

間	

久	

惠

春
日
部
市	

小	

西	

恭	

子

春
日
部
市	

畠	

中	

洋	

子

春
日
部
市	

今	

井	

用	

子

春
日
部
市	

増	

田	
	

友

春
日
部
市	

古	

橋	

い
つ
子

春
日
部
市	

白	

根	

礼	

子

春
日
部
市	

金	

重	

光	

江

春
日
部
市	

小	

島	

澄	

江

春
日
部
市	

廣	

岡	

伸	

子

狭
山
市	

西	

見	

好	

子

狭
山
市	

岸	
	

洋	

子

羽
生
市	

鈴	

木	

康	

夫

鴻
巣
市	

酒	

巻	

喜
久
子

鴻
巣
市	

佐	

藤	

久	

子

鴻
巣
市	

三	

友	

瓔	

子

深
谷
市	

中	

嶋	

林	

子

上
尾
市	

細	

野	

紀
江
子

上
尾
市	

渡	

部	

順	

子

草
加
市	

河	

村	

登
喜
夫

草
加
市	

竹	

村	

節	

子

草
加
市	

武	

田	

惠	

子

草
加
市	

野	

村	

弘	

子

草
加
市	
浅	

井	

壽	

雄

草
加
市	
林	

	

金	

子

草
加
市	

	
	

純	

一

草
加
市	

髙	
𣘺	
惠	

美

草
加
市	

安	

部	

紀	

子

蕨
市	

澁	

谷	

佐
知
子

蕨
市	

小	

島	

愛	

子

蕨
市	

沓	

澤	

京	

子

蕨
市	

島	

貫	

つ
や
子

蕨
市	

猪	

瀨	

若	

子

蕨
市	

田	

本	

眞
砂
子

蕨
市	

髙
見
澤	

光	

江

蕨
市	

猪	

俣	

明	

美

蕨
市	

鈴	

木	

眞
知
子

戸
田
市	

大	

野	
	

実

戸
田
市	

押	

田	

晴	

子

戸
田
市	

山	

本	

須
美
子

戸
田
市	

稲	

川	

美
須
子

戸
田
市	

熊	

木	

光	

芳

戸
田
市	

梅	

田	

雪	

代

戸
田
市	

荒	

井	

謙
之
輔

戸
田
市	

小	

宮	

鈴	

代

戸
田
市	

椎	

橋	

カ
ツ
子

戸
田
市	

江	

口	

し
げ
子

戸
田
市	

奥	

住	

美
千
子

入
間
市	

田	

場	

千
惠
子

入
間
市	

櫻	

井	

ヒ
ロ
子

入
間
市	

的	

場	

千
代
子

入
間
市	

比
留
間	

ふ	

じ

入
間
市	

濵	

野	

賀
津
子

入
間
市	

伊	

藤	

鏡	

子

朝
霞
市	

渡	

邊	

芳	

子

朝
霞
市	

青	

木	

玲	

子

朝
霞
市	

櫻	

井	

和	

子

朝
霞
市	

要	

害	

桂	

子

朝
霞
市	

須	

田	

直	

子

民生委員及び児童委員知事功労章受章者
～ 190 名～

別紙



朝
霞
市	

小	

峰	

正	

子

朝
霞
市	

小	

寺	

崇	

夫

志
木
市	

吉	

田	

豊	

子

志
木
市	

金	

敷	

禎	

子

志
木
市	
新	

井		

つ
ね
子

志
木
市	
石	
川	

江	

美

和
光
市	

佐	
藤	
利	

枝

和
光
市	

宮	

坂	
信	

弘

和
光
市	

柴	

﨑	
	

啓

和
光
市	

清	

水	

由	
美

新
座
市	

小	

暮	
	

裕

新
座
市	

磯	

野	

星	

子

新
座
市	

大	

野	

君	

子

新
座
市	

田	

中	
	

孝

新
座
市	

大	

戸	

榮	

次

新
座
市	

淡	

井	

千
津
江

新
座
市	

服	

部	

テ
ツ
子

桶
川
市	

政	

輝	

淑	

江

桶
川
市	

遠	

藤	

美
千
代

桶
川
市	

中	

村	

忠	

男

久
喜
市	

関	

口	

富	

子

久
喜
市	

熊	

田	

鈴	

子

久
喜
市	

岩	

﨑	

紀
美
子

久
喜
市	

染	

谷	

惠
璃
子

久
喜
市	

田	

口	

博	

達

久
喜
市	

木	

村	
	

晃

北
本
市	

長	

島	

令	

子

北
本
市	

伊	

藤	

香
與
子

八
潮
市	

神	

山	

和	

子

八
潮
市	

築
比
地	

節	

子

八
潮
市	

堀	
	

惠
和
子

八
潮
市	

金	

子	

賢	

一

八
潮
市	

森	

田	

啓	

子

富
士
見
市	

齋	

藤	

紀	

子

富
士
見
市	

小	

林	

久
美
子

富
士
見
市	

杜	

多	

由	

美

三
郷
市	

鈴	

木	

比
佐
子

三
郷
市	

山	

室	

す
み
江

幸
手
市	

植	

田	

久
美
子

鶴
ヶ
島
市	

川	

上	

和	

江

鶴
ヶ
島
市	

師	

岡	

ミ
チ
子

日
高
市	

高	

橋	

信	

子

吉
川
市	

戸	

張	

知	

子

ふ
じ
み
野
市	

福	

田	

雅	

子

ふ
じ
み
野
市	

山	

木	

京	

子

ふ
じ
み
野
市	

風	

間	

和	

江

ふ
じ
み
野
市	

市	

川	

富
佐
枝

ふ
じ
み
野
市	
川	

端	

文	

江

白
岡
市	
矢	
島	

静	

江

白
岡
市	

金	
子	
幸	

子

白
岡
市	

森	

田	
照	

子

白
岡
市	

角	

田	
由
美
子

伊
奈
町	

大	

塚	

彩	
子

毛
呂
山
町	

勝	

山	

信	

子

嵐
山
町	

青	

木	

裕	

子

長
瀞
町	

石	

上	

百
合
子

東
秩
父
村	

鈴	

木	

洋	

三

東
秩
父
村	

若	

林	

雪	

子

東
秩
父
村	

吉	

野	

節	

子

宮
代
町	

野	

林	

ミ
ヱ
子

宮
代
町	

田	

中	

淑	

枝

杉
戸
町	

大
久
保	

佐
知
子

川
越
市	

大
東
地
区　

民
児
協

	

会
長	

大	

金	

正	

司

川
越
市	

第
3
地
区　

民
児
協

	

会
長	

皆	

川	

昭	

代

所
沢
市	

柳
瀬
地
区　

民
児
協

	

会
長	

安	

藤	

泰	

子

飯
能
市	

南
高
麗
地
区　

民
児
協

	

会
長	

平	

井	

哲	

夫

加
須
市	

加
須
地
区　

民
児
協

	

会
長	

中	

澤	

祥	

子

狭
山
市	

堀
兼
地
区　

民
児
協

	

会
長	

奥	

冨	

孝	

一

鴻
巣
市	

吹
上
北
地
区　

民
児
協

	

会
長	

菅	

間	

幸	

子

鴻
巣
市	

川
里
地
区　

民
児
協

	

会
長	

細	

沼	
	

孝

深
谷
市	

川
本
地
区　

民
児
協

	

会
長	

井	

澤	

昇	

一

戸
田
市	

美
笹
地
区　

民
児
協

	

会
長	

林	
	

源
太
郎

桶
川
市	
西
第
1
地
区　

民
児
協

	
会
長	
定	

行	

哲	

子

久
喜
市	

久
喜
第
3
地
区　

民
児
協

	

会
長	

関	

口	

富	

子

久
喜
市	

久
喜
第
4
地
区　

民
児
協

	

会
長	

中	

山	

俊	

雄

八
潮
市	

八
幡
地
区　

民
児
協

	

会
長	

島	

田	
	

明

富
士
見
市	

鶴
瀬
上
沢
地
区　

民
児
協

	

会
長	

八	

田	

明	

子

富
士
見
市	

水
谷
南
畑
地
区　

民
児
協

	

会
長	

臼	

杵	

洋	

子

三
郷
市	

東
和
東
第
2
地
区　

民
児
協

	

会
長	

増	

田	

登
美
雄

日
高
市	

高
麗
地
区　

民
児
協

	

会
長	

北	

田	

文	

子

日
高
市	

高
萩
地
区　

民
児
協

	

会
長	

松	

本	
	

茂

ふ
じ
み
野
市	

南
地
区　

民
児
協

	

会
長	

小	

泉	

二
三
枝

永年勤続単位民生委員・児童委員協議会会長表彰受賞者
～ 20 名～

別紙



共同募金運動に
  協力しましょう！
共同募金への担当地区内での個人大口・法人募金協力者の開拓に協力しましょう

　地域における各種福祉サービス活動及び施設等における設備充実のために、共同募金運動に対し
て大きな期待が寄せられています。
　県民児協では、7月に開催された理事会（7／5開催）及び評議員会（7／29開催）において、民生
委員が地域福祉の推進役として積極的に共同募金運動に協力することを目的に、次のような申し合
わせをしましたので、特段のご高配をお願いいたします。

1　趣旨「個人大口・法人募金」協力者の開拓
　各市町村共同募金支会における募金組織の活動方針に即応しつつ、各民生委員が支会の奉仕者と
して、担当地域内において主として「個人大口・法人募金」にかかる新たな理解者・協力者の開拓
推進に協力する。

2　目標及び方法
（1）  県民児協の「申し合わせ」として、おおむね1人の民生委員あたりに換算して、1万円以上の実

績が上がることを目標として、理解者・協力者の開拓に努力するものとすること。
（2）  この運動による実績は、全て各市町村共同募金支会の実績額に組み込まれるものであり、市町

村民児協としての特別枠をたてるものではないこと。
（3）  実施にあたっては支会事務局と密接な連携のもとに同支会の策定する募金活動の要領に沿って

実施するものとすること。

3　その他
　各市町村支会の募金（戸別募金・街頭募金・学校募金・バッジ、クオカード、図書カードを使用
した職域募金並びに個人大口・法人募金）については、目標額の50％を超えた実績額が、地元市町
村社協が行う地域福祉活動の財源として助成されることとなります。
　平成26年度から共同募金運動の期間を10月1日から翌年3月31日までの6ヵ月間に拡大されました。
　＜例＞
　●100％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額5,000,000円
 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
 50％＝2,500,000円（市町村社協に助成）

　●120％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額6,000,000円
 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
 50％＝2,500,000円＋1,000,000円（目標超過額）＝3,500,000円（市町村社協に助成）

平成28年度一般募金目標額　682,000,000円
 （支会募金669,991,000円、本部扱募金12,009,000円）

JR浦和駅　街頭募金

埼玉県民児協だより　No.150　平成28年10月１日 平成28年10月１日　No.150　埼玉県民児協だより5



第22期指定民児協（ 　　　　）活動紹介第22期指定民児協（ 　　　　）活動紹介 ～単位民児協活動の活発化に向けて～～単位民児協活動の活発化に向けて～白岡市篠津地区民児協
朝霞市北部地区民児協
白岡市篠津地区民児協
朝霞市北部地区民児協

　「指定民児協」とは、民生委員の活動拠点である単位民児協運営の充実と地域福祉活動の強化を図るため、県内4ヶ所の
単位民児協を2年間モデル指定するものです。
　第22期では、「白岡市篠津地区民児協（東部）」「小川町民児協（西部）」「朝霞市北部地区民児協（南部）」「本庄市藤田・
仁手地区民児協（北部）」の4ヶ所が平成27年度～平成28年度の2年間指定されています。
　今号では、「白岡市篠津地区民児協」と「朝霞市北部地区民児協」の取り組みを紹介します。

○白岡市
篠津地区民生委員・児童委員協議会
会長　矢島　静江

〈地域の概況（平成28年9月1日現在）〉
【人　口】52,186人
【世帯数】20,676世帯
【単位民児協の構成】
　民生委員・児童委員　25人　　主任児童委員　2人
【地域の特徴】
　埼玉県の梨の主産地である白岡市の北部に宇都宮線を
はさみ東西に位置し、自然環境・景観の保全や農業振興
の調和を保ちながら、工業団地、区画整理による良好な
住宅街を有する地域です。また、江戸中期の政治家・儒
学者である新井白石にも縁のある地域です。
【主な福祉課題】
　高齢化への対応、子育て世帯への支援充実等

■民児協の運営
　定例会は、毎月第3金曜日に開催しています。
　定例会では、研修、協議・連絡事項等のほかに、ケース検討を行い、
民生委員及び主任児童委
員が一人で問題を抱え込
まないようにしています。
　また、定例会の司会・
進行、議事録の書記は順
番で行い、委員全員が担
当するようにしています。

■具体的な取り組み
　取り組みの一つである災害福祉マップづくりは、「災害時一人も見逃さない運動」により作成したマップの内容充実を図りました。
これまで、マップの更新は、毎年、市から提供される災害時要援護者名簿登録の情報により民生委員が個人で管理していました
が、指定民児協の指定を受け、改めて、地域全体のマップと自身が担当する地区のマップの作成に取り組みました。市の災害時
要援護者名簿の登録は、申請方式のため、申請者以外の方の世帯へ訪問し、要支援者の把握に努めました。また、要支援者を
支援区分によりシールで色分けし、区画整理により住所変更のあった地区の修正等も行いました。マップづくりのために世帯を訪
問した際は、高齢者の方にサロンへの参加もお声がけすることができ、孤立防止にもつなげることができました。

■今後の抱負
　平成28年は、民生委員の一斉改選が行われ、当民児協も新任委員を含めた新しい体制がスタートします。近年においては、さ
まざまな地域課題が存在し、世帯が直面する課題も複雑化・多様化しています。今後も、住民からの相談に適切に対応し、早
期の支援につなげていくために民生委員、主任児童委員として必要な知識の習得及び技術の向上に取り組んで参ります。

福祉のまちづくり
市の要援護高齢者調査の協力等で、高齢者世帯を一軒一軒訪問し、話を聞くことで、目には見
えないさまざまな問題があることが分かってきます。このような活動の中で災害時における安否
確認、見守り活動の強化や居場所づくりの必要性を感じ、災害福祉マップづくりやふれあい・い
きいきサロンの内容充実に取り組みました。

●重 点 活 動
●取り組み方策

サ ロ ン 活 動

当民児協主催の研修会

「ふれあい懇親会」 「ふれあい懇親会 振り込め詐欺防止寸劇」 「いきいき交流会」 「そうめんまつり」
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第22期指定民児協（ 　　　　）活動紹介第22期指定民児協（ 　　　　）活動紹介 ～単位民児協活動の活発化に向けて～～単位民児協活動の活発化に向けて～白岡市篠津地区民児協
朝霞市北部地区民児協
白岡市篠津地区民児協
朝霞市北部地区民児協

　「指定民児協」とは、民生委員の活動拠点である単位民児協運営の充実と地域福祉活動の強化を図るため、県内4ヶ所の
単位民児協を2年間モデル指定するものです。
　第22期では、「白岡市篠津地区民児協（東部）」「小川町民児協（西部）」「朝霞市北部地区民児協（南部）」「本庄市藤田・
仁手地区民児協（北部）」の4ヶ所が平成27年度～平成28年度の2年間指定されています。
　今号では、「白岡市篠津地区民児協」と「朝霞市北部地区民児協」の取り組みを紹介します。

○朝霞市
北部地区民生委員・児童委員協議会
会長　久瀬　逸子

〈地域の概況（平成28年9月1日現在）〉
【人　口】23,161人　　　【世帯数】10,689世帯

【単位民児協の構成】
　民生委員・児童委員　25名　　主任児童委員　2名
【地域の特徴】
　朝霞市の北部に位置しています。北側には新河岸川が流れ、南側には東武東上線朝霞台駅と
JR武蔵野線北朝霞駅の2駅があります。街中に武蔵野の面影を残しながら、東京まで20㎞圏に
立地し、交通に便利な区域です。
【主な福祉課題】
　駅から離れた所に点在する古いアパートや、約40年前に造成された団地などを中心に独居の高
齢者が増加しています。また、駅周辺は宅地開発が進み、今なお多くの住宅の建築が進んでいます。

■民児協の運営
　前年度末に事業計画を決め、それに
基づいて定例会を開催しています。諸団
体・ビデオ・行政からの研修が主な内容
です。その他、各部会活動やサロン活
動の報告、市・社協・学校の委員会に
参画している委員や、諸研修を受けた委
員からの報告を受けます。また、困難な
ケースについて全員で検討し、問題意識
の共有を図っています。年1回の県外研
修も行います。

■具体的な取り組み
　指定民児協を受けたことで、いつもの年と違った事業に取り組みたいと思い、虐待防止の講演会を計画いたしました。表現ク
ラブ「言の葉」による朗読劇を、9月8日（木）産業文化センターに於いて開催いたしました。5年前の再演ですが、ポスター・チラ
シを市内の施設・教育関係機関・諸団体に配布・設置をお願いしました。広報「あさか」への掲載と、FMラジオでの告知も依頼
しました。多くの心ある方々の参加を募りました。

■今後の抱負
　10年前、山古志村の被災地訪問から、“緊急時”“災害時”にどの様に対応すべきかが、北部地区事業の究極の目標となりま
した。それとなく見守ることから、しっかり支えていくには、何を変えていくのか、能動的な事業を目指すようになりました。
　月・火に開催しているサロン活動も、行政と多くのボランティアの方々のご協力により13年目を迎えまし
た。毎回休まず参加して下さる地域の方々の介護予防と仲間づくりを楽しみに、大いに貢献していると実
感しています。
　こうした積極的に見守るという視点を大切
に、多くの事案を共有しながら、委員一人ひ
とりが自身の資質向上を目指すこと。これこそ
が何事にも対応できる民児協になることだと確
信して、活動を継続していく所存です。

・民児協活動の周知を図ります
・  社会資源を掘り起こし、協力連携に努めます
・発達障害・認知症の研修を続けます
・  過去5年間の北部地区民児協の議事録の編集をします
・虐待防止の為の講演会を企画実行します
・  要支援者のリストマップを更新し、緊急連絡カードの配布を徹底し

ます

これまで、高齢者・認知症・虐待児童等、いわゆる社会的弱者に関す
る研修を重ね、そうした方々に対する見守りの重要性を再認識してい
ます。現在の社会情勢を鑑みつつ、このことを活動の柱にしたいと考
えています。

●重 点 活 動

●取り組み方策

南三陸町  防災対策庁舎朝霞市民生委員児童委員協議会  北部地区  研修旅行 3.11 東日本大震災  被災地  南三陸町

緊急連絡カード

〈表〉

〈裏〉
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平
成
28
年
６
、７
月
に
各
市
町
村

民
児
協
会
長
を
対
象
に
、
県
内
４

会
場
で
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民

児
協
会
長
連
絡
会
議
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
市
町
村

民
児
協
相
互
の
連
絡
提
携
を
図
り
、

民
児
協
活
動
及
び
運
営
上
の
諸
課

題
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
当
番
市
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
埼
玉
発
・
高
齢
者

安
全
運
転
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
」
の
２
つ
の
講
義

と
、「
わ
が
ま
ち
の
取
り
組
み
自

慢
」
と
題
し
て
各
開
催
市
民
児
協

の
実
践
事
例
発
表
、
そ
し
て
「
民

生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て
」
の
研
究
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

◇
埼
玉
発
・
高
齢
者
安
全
運
転
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
◇

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

高
齢
運
転
免
許
保
有
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
高
齢
免
許
保

有
者
は
92
万
人
で
す
が
、
10
年
後

に
は
約
１
・
５
倍
の
１
３
２
万
人
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
運
転
者
が
原
因
で
発
生
す
る
事

故
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
埼
玉
県
で
は
高

齢
者
が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度

よ
り
「
埼
玉
発
・
高
齢
者
安
全
運

転
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高
齢
運

転
者
に
身
体
機
能
の
低
下
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
安
全
運
転
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発
を
行
い

ま
す
。
主
な
取
り
組
み
内
容
は
、

①
高
齢
者
事
故
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
配
布
②
高
齢
者
安
全
運

転
推
進
員
に
よ
る
身
体
機
能
低
下

を
知
っ
て
い
た
だ
く
啓
発
③
高
齢

者
安
全
運
転
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
交
通
安
全
の
啓
発
④
身
体
機
能

低
下
を
認
識
さ
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
展
開
の
４
つ
で
す
。
ま
た
、
よ
り

多
く
の
方
に
交
通
安
全
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
講
習
会
を

受
講
し
た
方
々
が
受
講
内
容
を
家

族
や
知
人
に
話
し
を
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◇
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
る
行
動

特
性
と
事
故
・
違
反
◇

・  

視
力
、
視
野
、
聴
力
の
低
下
に

よ
り
、
信
号
や
標
識
の
見
落
と

し
、
ま
た
は
誤
認
。

・  

注
意
力
、
判
断
力
の
低
下
に
よ

り
、
複
数
の
事
象
に
対
応
で
き

な
い
。

・  

判
断
か
ら
行
動
が
遅
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
焦
っ
て
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
を
間
違
え
る
等
。

・  

過
去
の
経
験
則
に
よ
る
過
信
。

　

こ
の
よ
う
な
行
動
特
性
か
ら
事

故
が
多
発
す
る
の
は
①
歩
行
中
は

横
断
中
の
事
故
②
自
転
車
乗
車
中

は
交
差
点
で
の
事
故
③
四
輪
・
二

輪
乗
車
中
は
右
折
時
の
事
故
（
左

折
時
の
事
故
発
生
の
２
倍
）
で
す
。

ま
た
違
反
で
は
、
わ
き
見
運
転
な

ど
の
安
全
不
確
認
や
標
識
や
停
止

線
の
無
視
、
信
号
無
視
な
ど
で
す
。

　

事
故
は
思
い
が
け
ず
起
こ
り
ま

す
。「（
大
丈
夫
）
だ
ろ
う
運
転
」

で
は
な
く
、
危
険
を
予
測
す
る
こ

と
で
反
応
時
間
が
短
く
な
る
の
で
、

「（
も
し
か
し
た
ら
人
が
飛
び
出
し

て
く
る
）
か
も
し
れ
な
い
運
転
」

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
認
知
症
も
症
状
に
よ
っ

て
運
転
に
表
れ
る
傾
向
が
異
な
り

ま
す
。
医
師
の
診
断
や
運
転
適
性

相
談
を
受
け
て
、
運
転
の
自
制
や

免
許
の
返
納
の
検
討
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

自
分
の
身
体
機
能
に
応
じ
た
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
行
動
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2222

2222

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

「
埼
玉
発
・
高
齢
者
安
全
運
転

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
高
齢

者
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
〜
」

　

講
師

　

  

埼
玉
県
県
民
生
活
部
防
犯
・

交
通
安
全
課

 

高
齢
者
安
全
運
転
推
進
員

 

荒
木　

敏
夫　

氏

（
東
部
）安
全
教
育
・
指
導
担
当

 

主
任　

新
津　

広
之　

氏

講　
義　
①

荒木推進員による
交通安全指導

平
成
28
年
度「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村

 

民
児
協
会
長
連
絡
会
議
」開
催

　

開
催
日
／
場
所

　
【
東
部
】
７
月
26
日
／
八
潮
市

　
【
西
部
】
７
月
12
日
／
日
高
市

　
【
南
部
】
６
月
30
日
／
志
木
市

　
【
北
部
】
７
月
22
日
／
熊
谷
市
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◇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
背
景
◇

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
、
働
き
手
が
減
少
し
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
２
倍
に
増

加
し
ま
す
。
ま
た
、単
身
や
夫
婦
の

み
の
高
齢
世
帯
の
増
加
や
、５
人
に

１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、介
護（
要

支
援
）
認
定
の
軽
度
者
が
今
ま
で

以
上
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
軽
度
の
認
定
を
受
け
る

多
く
の
原
因
は
、
高
齢
に
よ
る
衰

弱
、
関
節
疾
患
な
ど
の
廃
用
性
症

候
群
関
連
と
な
っ
て
お
り
、
軽
度

者
の
ほ
と
ん
ど
は
歩
行
な
ど
の
身

の
回
り
の
こ
と
は
自
立
し
て
い
る

が
、
買
い
物
な
ど
の
生
活
行
為
の

一
部
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、
イ
コ
ー
ル
支
え
ら
れ
る
人
と

い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
、
軽

度
認
定
者
の
増
加
を
防
止
し
、
生

活
行
為
の
支
援
者
を
増
や
し
、
介

護
人
材
を
専
門
的
な
支
援
へ
有
効

活
用
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
◇

　

地
域
住
民
に
対
す
る
医
療
・
介

護
・
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、

関
係
者
が
連
携
・
協
力
し
て
一
体

的
・
体
系
的
に
支
援
を
し
て
い
く

体
制
を
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

と
い
い
ま
す
。
市
町
村
が
主
体
と

な
り
各
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
構

築
し
、
何
歳
に
な
っ
て
も
、
体
が

弱
く
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
ま

ち
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
体
制
の
構
築
に
は
、
専
門

職
に
加
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

支
援
や
、
地
域
住
民
の
取
り
組
み

な
ど
、
お
互
い
さ
ま
（
互
助
）
の

輪
を
広
げ
、
み
ん
な
で
支
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

困
り
ご
と
を
地
域
で
支
援
を
し

て
い
く
時
、「
ゴ
ミ
出
し
な
ら
で
き

る
」「
料
理
は
得
意
だ
」
な
ど
、
地

域
住
民
の
意
欲
や
特
技
を
生
か
し

た
支
援
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
元

気
な
高
齢
者
も
、
こ
の
よ
う
な
生

活
支
援
の
担
い
手
と
な
り
、
社
会

参
加
・
社
会
的
役
割
を
持
つ
こ
と

で
、
生
き
が
い
と
な
り
介
護
予
防

に
つ
な
が
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

◇
介
護
予
防
に
つ
い
て
◇

　

介
護
認
定
を
受
け
る
高
齢
者
の

増
加
を
き
っ
か
け
に
、
埼
玉
県
で

は
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で
介

護
予
防
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
誰
で
も
歩
い
て

通
え
る
地
域
の
集
会
所
な
ど
で
、

住
民
が
自
分
た
ち
で
運
営
し
、
効

果
の
検
証
さ
れ
て
い
る
体
操
を
週

に
１
回
以
上
、
定
期
開
催
し
ま
す
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
筋
力
が
鍛
え

ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
が

図
れ
、
心
も
元
気
に
な
れ
る
こ
と

や
、
出
欠
席
の
確
認
で
地
域
で
の

見
守
り
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
ぜ

ひ
、
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
民
生
委
員
の

方
々
は
、
問
題
を
抱
え
込
ま
ず
、

引
き
続
き
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
て
、
相
談
・
援
助
活
動
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
わ
が
ま
ち
の
取
り
組
み
自
慢
」

【
発
表
者
】

　

〇
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

八
潮
市
潮
止
地
区
民
児
協

 
会
長　

金
杉　

光
子　

氏

　

○
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

日
高
市
民
児
協

 

理
事　

杉
山　

博
行　

氏

　

○
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

志
木
市
民
児
協

 

副
会
長　

川
原　

照
男　

氏

　

○
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

熊
谷
市
民
児
協

 

理
事　

千
野　

チ
ヅ　

氏

「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
」

　

県
民
児
協
が
行
う
記
念
事
業
に

つ
い
て
、「
記
念
大
会
」「
記
念

グ
ッ
ズ
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

平
成
29
年
度
の
事
業
へ
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

〈
県
内
民
児
協
の
記
念
事
業
の
例
〉

◇
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
◇

▽
歩
行
中

△

①  

横
断
歩
道
を
ま
っ
す
ぐ
渡
る

②  

青
信
号
が
点
滅
し
た
ら
渡
ら

な
い

③  

止
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

過
信
し
な
い

④  

止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
後
は

渡
ら
な
い

⑤  

雨
傘
は
ビ
ニ
ー
ル
傘
の
よ
う

な
透
明
な
も
の
を
使
用
す
る

⑥  

夜
間
は
反
射
材
を
つ
け
る

▽

自
転
車
乗
車
中

△

①  

原
則
、車
道
を
走
る（
例
外
：
13

歳
未
満
、70
歳
以
上
は
歩
道
可
）

②
信
号
、
停
止
線
で
止
ま
る

③
並
進
禁
止

④
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る

⑤  

う
す
暗
く
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト

を
点
灯
す
る

⑥
雨
天
時
は
雨
合
羽
を
着
用
す
る

⑦
自
転
車
店
の
点
検
整
備
を
行
う

⑧
自
転
車
保
険
に
加
入
す
る

▽

自
動
車
運
転
中

△

①  

複
雑
な
道
路
や
危
険
個
所
は

徐
行
す
る

②  

適
度
な
休
息
を
と
り
慎
重
な

運
転
に
努
め
る

③  

雨
の
日
や
夜
間
の
運
転
は
控

え
る

④
来
な
い
だ
ろ
う
と
過
信
し
な
い

⑤  

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
多
く
な
っ

た
ら
運
転
を
控
え
る

⑥  

運
転
に
自
信
が
な
け
れ
ば
交

替
す
る

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
」

　

講
師

　

埼
玉
県
福
祉
部
地
域
包
括

ケ
ア
課

（
南
部
・
北
部
）

 

主
査　

西
山　

幸
範　

氏

（
西
部
）

 

主
査　

袴
田　

悠
子　

氏

（
東
部
）

 
主
事　

石
川
ひ
か
り　

氏

講　
義　
②
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実
践
事
例
発
表
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研
究
協
議

西山主査による講義

のぼり旗
（狭山市民児協）

ポケットティッシュ
（東松山市民児協連合会）
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活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協

～最終回～

吉見町

小川町

吉見町民生委員・
　　児童委員協議会

会長　國嶋 勇吉

　概況（平成28年9月1日現在）
・人　口…………………19,847人
・世帯数…………………7,681世帯
・高齢化率………………28.8％
・単位民児協数…………1地区
・民生委員定数…………42人
・主任児童委員定数……4人

　

吉
見
町
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
総
面
積
３
８
．６
４

㎢
で
、
町
内
は
県
立
比
企
丘
陵
自

然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
西
部

地
域
の
丘
陵
地
と
、
広
く
開
け
た

平
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
特
産
物
と
し
て
イ
チ
ゴ
の

生
産
が
有
名
で
栽
培
面
積
及
び
出

荷
量
と
も
に
県
内
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
東
部
を
流
れ
る
荒
川
の
川
幅

は
２
，５
３
７
ｍ
あ
り
、
川
幅
日
本

一
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
お
こ
し
と
し
て
、
イ
チ
ゴ
と

川
幅
日
本
一
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
よ
し
み
ん
」
を
作

成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
町
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

　

吉
見
町
民
児
協
は
、
民
生
委
員

42
人
、
主
任
児
童
委
員
４
人
、
計

46
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
活
動
と
し
て
、
毎
月
１
回

定
例
会
を
開
催
し
、
会
長
を
中
心

と
し
て
、
地
域
の
様
々
な
問
題
解

決
に
向
け
た
意
見
交
換
や
講
演
会

な
ど
を
通
じ
た
識
見
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
社
会
福
祉
部
会
、

高
齢
者
福
祉
部
会
、
児
童
福
祉
部

会
の
３
つ
の
部
会
を
設
置
し
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
活
動
実
績
と
し
て
、

社
会
福
祉
部
会
で
は
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
祭
り
へ
の
参
加
や
、

募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
部
会
で
は
、
敬
老

会
支
援
や
町
内
の
サ
ロ
ン
見
学
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
部
会
で
は
、
小
中
学

校
や
保
育
所
の
行
事
へ
の
見
学
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
々
、
地
域
の
方
の
状
況
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
の
中
で
、
高
齢
者
に
対
す
る
活

動
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
の
方
な
ど
、
見
守
り
が
必

要
な
方
を
把
握
す
る
た
め
、
２
月

に
町
内
の
65
歳
以
上
の
方
（
５
，

５
８
３
人
）
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、
支
援
が
必
要
な
９
６
７
人
の

情
報
を
記
載
し
た
「
災
害
時
要
援

護
者
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

区
長
に
も
担
当
地
区
の
登
録
者

リ
ス
ト
を
渡
す
こ
と
で
、
災
害
時

だ
け
で
な
く
、
日
常
の
見
守
り
の

多
層
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

要
援
護
者
登
録
の
申
請
は
町
で

行
っ
て
い
る
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
配
布
事
業
の
申
請
も
兼
ね

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
持
病
や
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
カ
ー
ド
を

冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
発
見
者
や
消
防
署
の
方

が
登
録
者
の
速
や
か
な
情
報
把
握

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
単
身
も
し

く
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対
し
、

消
防
署
に
直
接
、
連
絡
が
行
く
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
に
協

力
し
、
有
事
の
際
に
正
常
に
使
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
動
作
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

民
児
協
全
体
の
活
動
と
し
て
、

民
生
委
員
の
日
に
町
内
小
学
校
校

門
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
ほ
か
、

各
部
会
と
は
別
に
、
小
学
校
単
位

（
６
学
区
）
ご
と
に
、
下
校
時
に
通

学
路
で
の
見
守
り
活
動
や
プ
ー
ル

監
視
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
、
必
要

に
応
じ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

吉
見
町
民
児
協
の
活
動

高
齢
者
へ
の
支
援

子
ど
も
へ
の
支
援

▲登校時のあいさつ運動の様子 ▲地域での活動状況

▲冷蔵庫に貼っていただいています

▲  地域の見守り活動に役立てています

▲町のゆるキャラ
「よしみん」
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活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協
活動紹介ルポ

わがまちの

　　民児協

～最終回～

吉見町

小川町

小川町民生委員・
　　児童委員協議会

会長　村上 紀
か ず

子
こ

　概況（平成28年9月1日現在）
・人　口…………………31,285人
・世帯数…………………12,972世帯
・高齢化率………………33.2％
・単位民児協数…………1地区
・民生委員定数…………65人
・主任児童委員定数……4人

　

周
囲
を
豊
か
な
自
然
と
外
秩
父

の
山
々
に
囲
ま
れ
、
市
街
地
の
中

央
に
槻
川
が
流
れ
る
小
川
町
は

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
小
川

和
紙
を
は
じ
め
、
酒
造
、
建
具
、

裏
絹
な
ど
の
伝
統
産
業
で
古
く
か

ら
栄
え
、「
武
蔵
の
小
京
都
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
を
秘
め
て
た
た
ず
む
史
跡

や
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
る
建
物

な
ど
が
、
か
つ
て
の
風
情
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
秋
に
は
和
紙
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

本
美
濃
紙
（
岐
阜
県
）、
石
州
半
紙

（
島
根
県
）
と
共
に
細
川
紙
が
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
伝
統
的
手
工
芸
品
を
集

め
た
「
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館
」
で

は
、
今
で
は
手
す
き
和
紙
体
験
な

ど
が
楽
し
め
る
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
ん
だ
ん
の
和
紙
で
市
街
地
を

彩
る
七
夕
ま
つ
り
や
和
紙
マ
ラ
ソ

ン
で
和
紙
の
宣
伝
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
川
町
民
児
協
は
69
人
で
構
成

さ
れ
、
生
活
福
祉
部
会
・
児
童
福

祉
部
会
・
高
齢
者
福
祉
部
会
・
障

害
者
福
祉
部
会
の
４
つ
の
専
門
部

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
開
催
し
て
い
る
定
例
会
で

は
、
専
門
部
会
ご
と
に
担
当
す
る

月
を
設
け
、
担
当
内
容
に
応
じ
た

テ
ー
マ
で
講
師
を
招
き
、
講
演
会

や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
部
会
で
は
、
関
係
機

関
へ
の
見
学
や
関
係
団
体
に
よ
る

講
演
な
ど
も
実
施
し
、
民
生
委
員

と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
べ
く

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
の
活
動
の
中
で
起
こ
る
問
題

や
悩
み
な
ど
の
委
員
相
互
の
相
談

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
６
月
下
旬
か

ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
学
校
訪
問

を
実
施
し
、
各
学
校
で
抱
え
る
要

保
護
児
童
・
生
徒
の
情
報
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
や
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査

・  

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
調

査
・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

な
ど
へ
の
協
力
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
５
月
に
は
「
活
動
強
化
週

間
」
に
合
わ
せ
、
県
外
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
に
は

山
梨
県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

笛
吹
荘
、
平
成
27
年
に
は
草
津
町

の
国
立
療
養
所
栗
生
楽
泉
園
に
い

ず
れ
も
日
帰
り
で
行
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
が
経
過
し
、
今
一
度
防
災
に
つ

い
て
学
ぶ
時
期
で
は
な
い
か
と
の

意
見
か
ら
「
東
京
臨
海
防
災
公
園
」

へ
の
研
修
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、

研
修
直
前
に
九
州
で
群
発
地
震
が

発
生
し
、
な
お
一
層
防
災
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
る
中
で
の
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

施
設
内
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
た
防
災
ク
イ
ズ
に
挑
み

な
が
ら
「
東
京
直
下
72
ツ
ア
ー
」

と
題
し
た
体
験
学
習
に
参
加
し
、

災
害
時
に
民
生
委
員
と
し
て
ど
ん

な
活
動
が
で
き
る
か
を
学
ぶ
他
、

東
京
都
発
行
の
防
災
ブ
ッ
ク
「
東

京
防
災
」
を
購
入
し
、
災
害
時
に

と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
の
情
報

共
有
も
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

小
川
町
民
児
協
の
活
動

県
外
研
修
の
実
施

▲仙元山から見た小川町の眺望

▲定例会開催風景

▲県外研修集合写真
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表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕※次号は一斉改選の関係で2月1日発行となります。

「元民生委員・児童委員の声」

県民児協の予定平成28年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（上尾市　廣田 眞理子）

編集後記
　7月の半ば頃、農作業をしていて何げなく頭上を見上げましたら、
数十匹ものトンボが整然と旋回を繰り返していました。後にナツアカ
ネと分かりましたが、平地で羽化してから一旦山で過ごし、秋になる
とアキアカネ、俗にいう真っ赤な赤トンボになって再び平地に戻って
来るのだそうです。今頃、あの時のトンボがすぐ側に帰って来ている
のでしょうか。
　今号、指定民児協の活動記事をお寄せ頂きましたが、積極的な取り
組み、充実した活動内容は大変に参考になるものと思います。100周
年に向かって、より一層気持ちを引き締めたところです。　

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

1日～
6日
12日
16日
17日
19日
21日
21日
22日

民生委員委嘱状交付・伝達式
新任民生委員研修①
新任民生委員研修②
新任民生委員研修③
第10回塙保己一賞表彰式
広報委員会
市町村民児協会長会議
正副会長会議
新任民生委員研修④

県民健康センター
春日部市
所沢市
熊谷市
本庄市
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ
さいたま市
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　学生時代に読んだ文庫本の中に、こんな一節がありました。
　「人間の価値判断は、その人の社会的有用性にもとずいて評価される」
　民生委員をお受けするとき、この一節を思い出しました。
　定年間近な時期で、退職後のライフワークをいろいろ模索していた中でのお話をいただき、今までの自分の半生を
顧みて、これからの後半生を如何に実りあるものに成すべきか、さまざまな選択肢のなかで、この「社会的有用性」の
意味するものとして民生委員をお受けすることにいたしました。
　少子高齢化の到来は喫緊の状況で、高度成長のみに社会の関心が注目されているなか、民生委員の重要性、機能
性の必然性は大きな意義有るものである。とのご教唆もいただきました。
　10ヶ月後、定年退職、民生委員としてのさまざまな研修期間を経て、地域の実情の把握、あらゆる機会を活用して
交流に努めてまいりました。
　1期3年が過ぎ、2期目に入り「心配ごと相談」の相談員を委嘱され、毎週木曜日の相談室が大きな転機と出発点と
なりました。市民相談室、消費者生活相談センターとの連携事業ではありましたが、毎回予告なしの相談内容に緊張
の連続であったことを思い出します。社会の片隅で、不運で予期せぬ生活にさいなまれている市井の人々に、一灯の温
もりを感じあえる民生委員でありたい、との矜持を持って活動をしてまいりました。
　今、後輩の皆様に「社会的有用性の理念は達成できたか」と問われれば、「顧みて反省のみです」と。
　「健康で、文化的生活を営む権利」、日本国憲法が定めるこの重さをしっかりと受け止めて活動してください。

「社会的有用性の意味を問いながら」

入間市
民生委員・児童委員協議会

元会長 長田  陽一 氏

1日～
7日
11日
20～21日
22日

赤い羽根共同募金運動
主任児童委員セミナー
防犯のまちづくり県民大会
全国民生委員児童委員大会
彩の国・教育ふれあい賞表彰式

すこやかプラザ
市民会館おおみや
香川県高松市
さいたま共済会館
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2～4日
7日
10～11日
11日
16日
18日
21～22日
21日
27日
28日

全国民生委員リーダー研修会
総務委員会
すこやか会（OB会）視察研修
全国社会福祉大会
埼玉県社会福祉大会
埼玉県更生保護大会
理事・監事・評議員・男女共同参画推進部会合同県外視察研修
第139回理事会
みんな幸せ・共生社会 県民のつどい
改選事務配布物受領会

千葉県
すこやかプラザ
静岡県
東京都
さいたま市文化センター
市民会館おおみや
千葉県鴨川市
千葉県鴨川市
久喜市
県民健康センター

1111

きょう じ
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